
　破綻直後の農水産業協同組合においては、管理人は農水産業協同組合と
しての信用事業の基本的な業務を維持するために必要な手当を行います。
その代表的かつ根幹的なものの中に、名寄せ（貯金者ごとの付保貯金額の
算定等）の結果を踏まえて、払戻しを停止する必要のある貯金口座等から
の貯金等の払戻しを防止する措置、貯金口座ごとの入出金記録を保存する
措置、システム面での対応措置等があります。

　決済用貯金（注 1）が全額保護となっていること等を背景として、名寄せ（貯
金者ごとの付保貯金額の算定等）並びにこれを前提とする払戻してよい貯
金等と払戻しを停止する必要のある貯金等の分別管理、その他の準備等が
適切に行われているときは、以下の範囲の払戻し等が可能になると考えら
れます（注 2）。


